
分類： スズメ目 シジュウカラ科 
 

全長：      145mm （137-148） 

翼長：      ♂ 69.3±1.5mm （N=141）  ♀ 65.9±1.8mm （N=100） 

尾長：      ♂ 66.0±2.3mm （N=140）  ♀ 61.1±2.2mm （N=100） 

嘴峰長：   11mm (10-11) 

ふ蹠長：   ♂ 17.9±0.5mm （N=141）  ♀ 17.4±0.5mm （N=100） 

体重：      ♂ 15.7±0.9g （N=136）     ♀ 15.0±0.8g （N=95） 

※全長と嘴峰長は榎本（1941）より．他は所沢のコナラ二次林で

の成鳥の計測値． 
 

羽色：  

 黒い頭，白い頬，白い胸，黒いネク

タイが特徴．オスのネクタイは太く長

い．オスの頭は齢を重ねるにつれて

光沢が増す．背はスレートグレイ．背

も齢が増すにつれて色が濃くなる．  
 

鳴き声：  

 春先のツピーツピーツピーがさえずり．秋にもさえずりが

ぶり返すことがある．名の由来となったジュクジュクカラカラ

は警戒声．鳴き声には地域差がある． 

 シジュウカラは冬の群れ（基本群）のほかに，時期や季節

により形態や構造の異なる群れを形成する． 
分布： 

 旧北区，東洋区，ユーラシア大陸の中緯度地方，インド

からマレー半島，ボルネオ島，ジャワ島，小スンダ列島（バ

リ島からティモール島までの島々）にかけて分布．日本で

は北海道から南西諸島までのほぼ全土にいる留鳥．小笠

原列島や大東諸島のような大洋島にはいない． 

 本州にいる亜種シジュウカラP. m. minor の他に，奄美大

島と徳之島の亜種アマミシジュウカラP. m. amamiensis，沖

縄の亜種オキナワシジュウカラP. m. okinawae，石垣島と西

表島の亜種イシガキシジュウカラP. m. nigriloris がいる． 
 

生息環境： 

 低地や低山帯，山地の常緑広葉樹林，落葉広葉樹林，

町中の小さな樹林地，樹木の多い公園や住宅地などに幅

広く生息する． 

 １回目の繁殖に成功したつがいの中には，２回目の繁殖

を行なうつがいもいる．繁殖に失敗した場合，やり直し繁殖

をするつがいがいる． 
 

巣： 

 樹洞やキツツキの古巣などを

利用し，巣箱も利用する．コケを

集め基礎を作り，産座に獣毛や

綿毛などを用いる． 
 

卵： 

 白色の地に褐色斑のある卵を

産む．長径約1.7cm．都心の常

緑広葉樹林での調査では，１回

目繁殖の平均一腹卵数は8.9卵

だった． 
 

抱卵・育雛期間： 

 繁殖が始まるとメスは毎朝１卵

ずつ産卵し，終卵後抱卵を開始

する．抱卵は１３～１４日間．ヒナ

が孵化した後は両親とも餌を運

ぶ．ヒナは２０日前後で巣立つ． 

繁殖システム： 

 シジュウカラは，冬は群れ，春はつがいで過ごす．群れ

に出会うのは，巣立ち後の５月中旬から翌年の３月までで

ある．年が明けると，暖かな日には冬の群れを離れてさえ

ずるオスが見られるようになる．２月の末には群れのまとまり

もゆるやかになり，次第に冬の群れは崩壊する．あちらこち

らでさえずりが聞かれ，なわばり争いが起こる．早ければ３

月の末に産卵が開始される．離婚もあるが，生き残ってい

れば昨年の相手とつがいを組む．新しいつがい相手は，

基本群や複合群の顔見知りから選ばれることが多い．基本

的には一夫一妻である． 

シジュウカラ 英：Great Tit  学：Parus major 

分類と形態 １. 
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分布と生息環境 ２. 群れの季節 ４. 

● 家族群 

生活史 ３. 
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 ヒナたちは巣立ち後，親から給餌を受ける（家族群）．家

族群は２〜４週間観察される．春先の緑が濃くなる季節に

林内で聞こえるチィチィチィという声のぬしが，シジュウカラ

の家族群である． 

● 幼鳥群 

● 基本群 

 自分で餌をとるようになった幼鳥は，家族群を離れ分散

し，幼鳥だけの群れを作る．幼鳥群は，入れ替わりが激し

く，個体間には何のつながりもない．夏の暑い盛り，繁った

林冠を慌ただしく動き回る幼鳥の数を数えるのは容易なこ

とではない．個体識別をするのはさらに難しい．広い範囲

を周回するうちに，幼鳥はだんだんに自分の場所を見つ

け，幼鳥群を離脱し，定着するようになる． 

 冬の群れの核になるのは，春にその場所で繁殖したオス

やメスである．そこに定着した幼鳥と他の場所で繁殖した

成 鳥 が加 わ る．こ の冬の群 れ を 基 本 群 と呼 ぶ（Saitou 

1979）．基本群のメンバーは2～8羽で構成され，ひと冬一

定である．秋が深まる頃には行動圏も一定となる．ほとんど

のメンバーは，行動圏の中にねぐらを持つ．基本群は同齢

集団でも血縁集団でもない．同じ場所に定着した地縁集

団である． 

写真2． 巣箱の中に作られた

巣と卵． 

写真3．  孵化後１３日目のヒ

ナ．個体識別のため

のリングをつける． 

写真１．シジュウカラ． 

 [ Photo by 内田博 ] 
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 １回目繁殖の巣立ち日と２回目繁殖を行なう割合の関係

に，つがいの年齢が与える影響を調べた（図3）．両親とも

成鳥のつがいでは，１回目繁殖の巣立ち日が季節が進行

しても，５月末までは２回目繁殖の割合は低下しなかった

が，他のつがいでは季節の進行に伴って２回目繁殖の割

合は低下した．特に，両親とも1才のつがいでは，その傾向

は顕著だった． 

 やり直し繁殖も２回

目繁殖も親にとって

は大きな負担になる．

また，遅い時期の繁

殖では餌資源量の減

少や捕食などのリスク

の増加が考えられる．

こうした条件の中で，

地縁性の高い成鳥と

地縁性の低い若鳥で

は異なる判断がされ

ているようだ． 

 所沢，本庄，追分のコナラ二次林，多摩川永田地区河川

敷のハリエンジュ林に巣箱をかけ，現在もシジュウカラの調

査を続けている． 

 他に，本庄では，なぜ小さな残丘

で２つがいのオオタカが繁殖できる

のかについてテレメトリー調査を行

なっている．多摩川のイカルチドリの

調査，湿地や里山の保全のための

カヤネズミやミゾソバの調査，コナラ

の萌芽再生実験など，会議や講義

のないときには外に出ている． 

 常緑広葉樹の優占する都心の調査地に，約300個の巣

箱をかけ13年間にわたって調査を行なった．さらに，孵化

後13日目のヒナに足環をつけ，足環のついていない成鳥

も，巣箱とカスミ網で捕獲し足環をつけた．これらの調査か

らわかったことの一部を紹介する． 

 基本群が合流して複合群ができる．足環を確認すると，

隣接する基本群が一緒に行動していることがわかる．100

羽近くの群れに出会ったこともある． 

 シジュウカラ，コゲラ，メジロ，ヤマガラ，エナガなど複数

種が混ざった群れにも出会う．これが混群である．寒い時

期にはヒガラやキクイタダキなどが混ざることもある．秋の渡

りの季節には，渡り途中のヒタキやムシクイ類が必ずいる． 

 オスは1～7才，メスは1～8才の個体が繁殖に参加した．

繁殖つがいの齢構成は，オスは１才が55％，２才が25％，

３才以上が20％，メスは1才が59％，2才が23％，3才以上

が17％だった．繁殖つがい数と齢構成をみてみると，繁殖

つがい数と相関が高かったのは１才の繁殖個体数だった． 

 これは，降雪や冷え込みの厳しい年に，1才の個体が多

く死亡し，繁殖つがい数も減少したためで，基本群で２年

以上同じ場所で過ごす2才以上の成鳥は１才の若鳥よりも

場所への定着度が強い（地縁性）ので，餌を探す効率や

捕食者からの回避効率が高いためと思われる． 

                                                                                                    生態図鑑 
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 １回目繁殖の平均繁

殖つがい数は54巣（29

～84巣）で，このうち繁

殖に成功したつがいの

35％が，２回目繁殖を

行なった．また，繁殖の

回数に関わらず，失敗

したつがいの53％がや

り直し繁殖を行なった． 

 1回目，2回目，やり直し，それぞれの繁殖の初卵日と一

腹卵数の関係を年毎の平均値でプロットしてみると，平均

初卵日が遅いほど一腹卵数が減少する傾向がみられた

（図１）．季節の進行による卵数の減少は，繁殖従事日数

の増加による体力消耗，利用できる餌資源量の低下により

巣立ち数が低下することへの適応と考えられる． 

榎本佳樹. 1941. 野鳥便覧（下）. 日本野鳥の会大阪支部． 

中村登流・中村雅彦．1995．日本野鳥生態図鑑．保育社，大阪．  

小林桂助．1987．原色日本鳥類図鑑．保育社，大阪． 

Saitou, T. 1978. Ecological study of social organization in the 

Great Tit, Parus major L.I. Basic structure of the winter 

flocks. Jap. J. Ecol. 28:199-214. 

Saitou, T. 1979. Ecological study of social organization in the 

Great Tit, Parus major L.II.Formation of the basic flocks 山

階鳥研報 11:137-148. 

Saitou, T. 1979. Ecological study of social organization in the 

Great Tit, Parus major L.III.Home range of the basic flocks 

and dominance relationship of the members  in a basic flock 

山階鳥研報 11:149-171. 

Saitou, T. 1979. Ecological study of social organization in the 

Great Tit, Parus major L.IV.Pair formation and establish-

ment of territory in the members of basic flocks 山階鳥研報 

11:172-188. 

引用・参考文献 ６. 

図１．初卵日と一腹卵数の関係． 

● 複合群と混群 

● 初卵日と一腹卵数 

興味深い生態や行動，保護上の課題 ５. 

● 繁殖つがい数と齢構成 

● 繁殖つがいの年齢と２回目繁殖の関係 

図３．   １回目繁殖の巣立ち日と２回目繁

殖を行なう割合の関係． 
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